2016年度事業報告
・全体総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今年度も調布市長との懇談、障害福祉課との懇談を重ね、連絡会としての要望を直接伝えることが出来ました。その中で、家賃助成の維持やネットワーク事業の成果を受け止めている返答を頂きました。また、連絡会として発行している「わくわーく」の記念すべき１０号の発行、ホームページの運営、映画上映会のほかに、共同募金会の助成を受けDVD作成を行うなど情報発信の新たな仕組みを作りました。
　児童部会を中心に調布特別支援学校の送迎の駐車スペース問題について話し合いを重ね、電気通信大学校のご厚意で駐車スペースの確保をして頂き、新たな関係を作ることが出来ました。
　職員研修も充実した取り組みが出来、グループワークの学習会のほかに、交換研修会も実施でき、お互いの施設を学べる良い機会となりました。市からほりでーぷらん事業化の提案を受け、生活介護事業所で話し合いの場を持ちました。今後検討していく事になります。
　さまざまな活動の広がりを見せる中で、連絡会として今後、どのよう方向性を持っていくかを考えていく必要があります。
・定期総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　１３回目となる定期総会を行い２０１５年度の事業報告、２０１６年度の事業計画及び組織体制について決議を行いました。
日時：２０１６年４月２８日（木）於：調布市こころの健康支援センター団体室ＡＢ（23事業所）
・代表者会議（年8回）　　　　　　　　　　　　　
今年度も調布市長・障害福祉課との懇談を主に話し合い、各団体との情報交換を行いました。また、今年度も全体会と分科会（児童、生活介護等、就労継続支援）を分けて、より具体的な議論の場として設けました。
　総　会 　４月２８日(木)　於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（２３事業所）

(第２回) 　６月２３日(木)  於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（１９事業所）
（第３回）　７月２５日(木)　於：総合福祉センター　202号室（２０事業所）障害福祉課との懇談

(第４回) 　８月２５日(木)　於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（２０事業所）

(第５回）１０月２９日(木)　於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（２０事業所）

(第６回) １２月２０日(木)　於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（２０事業所）
(第７回) 　２月　９日(木)  於：たづくり西館　3階　会議室（２０事業所）調布市長との懇談
(第８回）　２月２３日(木)　於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（２１事業所）

・分科会　
５年目を迎え各分科会とも人数やテーマなど、話しやすい場として定着してきました。
・就労継続支援B型
今年度はサービス等利用計画や学習会や市長との懇談の議題について話し合いました。
・生活介護
部会として提案した交換研修を計画通りに実施され、会全体の研修となって参加者には大変好評でした。一定の成果が得られ、次年度以降も継続していきます。
・児童
児童部会独自の会議を隔月開催しつつ、障害福祉課の担当者を招聘してレクチャー会を設けることができました。また、特別支援学校の工事に伴う送迎車両駐車スペース確保の件では、連絡会児童部会として直接電気通信大学へ依頼・交渉し、利用許可に至りました。児童部会としての自主性を大きく伸ばすことができました。
・調布市長との懇談　
恒例となったこの会も、回を重ねるごとにより多くの議題について意見を交わす有意義な場となっています。実現までに道のりがある議題にも、「こうしたらどうか」や、「こういう方法もありますよ」と一緒になって考えて頂き、行政と共に歩んでいると実感できる貴重な懇談会でした。

日時　平成29年2月9日(木)　場所　調布市市民文化センターたづくり西館３階

議題（１）家賃補助について
（２）調布駅前開発および京王線線路跡地の進捗状況について

　　（３）ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ設置の際のｴﾚﾍﾞｰﾀｰ補助について　（４）市民向けの窓口設置について

　　（５）官公需の受注拡大について      （６）経営ネットワーク事業の継続について

　　（７）専門職の派遣について

（８）ストレスチェック義務化について

　　（９）児童のサービス推進費について
（１０）オリンピック・パラリンピックに向けて

　　（１１）その他（わくわーく10号　表紙の撮影）

・調布市障害福祉課との懇談　
今年度は、経営ネットワーク支援事業の補助要綱の変更についてや、サービス等利用計画の進行状況についてなど、意見交換も行われ、限られた時間の中で貴重な懇談の場となりました。

日時： 2016年7月21日（木）　於：総合福祉センター　202号室　  参加２５事業所

議題　（１）　家賃補助の継続について　          （２）　ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの第三者評価について

（３）　サービス等利用計画の状況について  （４）　都のセレクトショップの動向について

（５）　経営ネットワーク支援事業の補助金増額について

（６）　オリンピック・パラリンピックに向けての取り組みについて

（７）　放課後ディサービスの方向性について  （８）　学校給食の利用について

（９）　空き状況調査の結果について          （１０）専門職の派遣について    
（１１）その他
・学習会、施設交換研修　
○学習会
　今年度の学習会は，各分科会で出し合った「虐待を未然に防ぐための土台になるようなテーマ」５つを，グループ討議するという形をとりました。
日　時：平成２９年１月６日(金)　１８：３０～２０：３０

会　場：（社福）新の会　はあと・ふる・えりあ　多目的室

内　容：「虐待が起きないために―テーマ別事例検討―」（情報交換＆グループ討議）

　　　　①個の尊重＝個別支援とは　　　　②いい支援者とは

　　　　③理想の施設像とは　　　　　　　④家族との関係・付き合い方

　　　　⑤利用者の高齢化について　　　　　　　　　　　　　参加者：５８人
○施設交換研修

　初めての試みとして生活介護分科会で計画していた施設交換研修を、全事業所対象に実施しました。
研修期間：平成２８年１１月７日（月）～平成２９年２月１３日（月）

　　　　　（研修参加者１人につき、１日研修を基本とした）

参 加 数：生活介護・就労継続B　　２３人

　　　　　児童放課後等ﾃﾞｲ　　　　 １４人　　　計３７人

・経営ネットワーク支援事業　
東京都の包括事業の一環として、調布市経営ネットワーク支援事業が2011年から開始され、6年の活動の積み重ねを経て、調布市の福祉事業所ネットワークとして定着し、加盟団体も増えて安定した事業展開を継続することができました。都全体としては、ネットワーク構築が市区町村の半分にも満たない状況の中で調布と八王子の二市ついては積極的な取り組みをしていると評価を頂きました。
１．「わくわ～く」の発行
10月、3月の年２回発行。１回につき7,000部、対象は行政機関、福祉団体、企業・商店、小・
中学校、およびイベント開催時に配布し、連絡会の広報誌として着実に浸透してきました。今年度発行した9号では、“連絡会ができるまで“との特集を組み、10号では市長にもお入り頂き10号記念の表紙を撮りました。24年を経た調布スタイルのネットワークを、様々な角度から発信することができました。
2． 販路拡大
これまでに築いてきた自主製品の販路の定着を図るとともに、東京都の受注促進事業や、３市合同イベントの販売にも積極的に取り組みました。
(1) 都庁トライアルショップ・オープニングイベント

　　9月15日に都庁舎地下に「ＫＵＲＵＭＩＲＵ（くるみる）」がオープンし、調布からは3事業所が出店しています。

　オープニングイベントには4事業所が参加し、商品表示など厳しい基準をクリアし販売方法を学ぶ機会となりました。
(2) 調布・多摩・府中3市合同販売会
　　　前年に引き続き、今年度も3市合同販売会「第5回ほっとハート」を9月24日（土）に多摩

市の永山駅前ひろばで開催しました。調布からは7事業所が参加、前日のテント張り等の準備や

後片付けなども分担し、あいにくの悪天候で売上は減少しましたが、ステージ等は多彩なプログ

ラムが組め、開催市の積極的な協力も得られ、来年に向けて一定の成果はありました。
(3) 常設店舗販売等
　　　2016年度も市役所売店、東山病院、こころの健康センター、やさい畑（武蔵野市場内）、福祉
センター、ちょうふだぞう等の店舗販売を行いました。メモリード、トヨタ調布・烏山営業所等
の注文販売は、各事業所が直接取引しました。
３．受注促進

今年度は府中、多摩との共同で東京都の水道メーター解体作業も始まり、優先調達法の推

進により、官公需の受注は確実に増えてきました。さらに、年間を通して民間企業からの照会や発注も相当数ありましたが、マッチングが難しいことが多々あり、まだまだ福祉作業所への理解が不足していると思われました。連絡会としての情報発信も、不十分でした。

４．障害理解のための取り組み、情報発信、地域啓発
(4) ＤＶＤ制作
今年度の新事業として、連絡会や利用する方達の実像を広く知っていただくとともに、各作業所の仕事や商品の注文に繋がるようにとＤＶＤ制作にとり組みました。企画から実行委員会で練り上げ、『私のしごと　―調布の街でー』というテーマの題字も利用者に募り、映像作家と多数の利用者や各事業所の撮影協力で作られた、約30分のオリジナル版です。制作したDVDは連絡会に属する団体を始め，東京都，調布市，市内小・中・高，各関係機関で研修や授業等に活用していただけるよう無償で配付する予定です。赤い羽根共同募金の助成金を活用しました。
(5) 映画上映会

今年度は、2020年オリンピック・パラリンピックを見据えて障害者理解を推進するためにと、
調布市部課長会との共催となりました。3月26日（日）たづくり12階大会議場にて「フラッシュバックメモリーズ」上映会＋トーク＆ミニライブで、高次脳機能障害の音楽家ＧＯＭＡ氏と慈恵医大の渡部医師を招きました。今回は、幅ひろく広報するためのＳＮＳ活用や、連絡会の共通レシピクッキーを参加者に配る等、新しい試みを実施しました。200人に迫る来場者があり、アンケート回答者103人のうち60人が市外在住者でした。
(6) ホームページの更新

企業や他市の団体からの閲覧、照会も増えつつあるので、イベントや分科会、学習会の様子など、連絡会の活動をできるだけタイムリーに掲示できるように努めました。

・共同事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・共同受注作業　
1 東京都水道メーター分解作業
約1年にわたる準備、打ち合わせを経て、水道メーター分解作業が新規に立ち上がりました。一般家庭から更新用に回収された水道メーターを、文字通り手作業で分解し、その中から希少金属を回収、東京都水道局を経て業者に販売された分が、参加事業所の利用者工賃となり還元される仕組みです。
　2016年10月第3週より、府中市現業事務所で作業開始。調布からは、わかば第一事業所、及びしごと場大好きの2事業所が参加、それぞれ週1回、利用者４～5人および職員が1チームとなって作業を行います。府中市から2事業所、多摩市から5事業所、計9事業所が取り組みました。数量的には全体で1か月平均4,000個、今年度（下半期のみ）は24,000個の実績となりました（2017年2月末時点）。作業単価的には約50円が見込まれるだけに、今後とも継続的な取り組みとして受け止めていく予定です。
利用者の作業安全、及び作業環境の確保という課題も浮かび上がって来ました。
②多摩総合精神保健福祉センターへの配食
多摩総合精神保健福祉センターからの、デイケアの昼食用弁当の受注のお話があり、多摩市の3事業所と連携を取りつつ、こひつじ舎がこの１年間取り組んできました。週4日のうちの1日を請け負い、柴崎事業所で製造した弁当を配送しましたが、当初予想していた通り、約５０分の距離は課題でした。しかしながら、メンバーも含め、事業所としては一つのいい経験でもありました。
・市役所販売の常設展示販売
今年度の売上は、月平均43,045円（29年2月末現在）でした。広く市民に福祉施設の活動を
知っていただく機会になっています。また、利用者が納品を担当する際には、施設の外に出て、より
社会とのつながりを持つ機会にもなっています。課題としては欠品状態があるので納品のペースを上げていく必要があります。
参加事業所：クッキングハウス　　しごと場大好き　ぴいす　はあと・ふる・えりあ　　すまいる
（5事業所）
・菓子販売（メモリード）
　定期納品：毎週金曜日にクッキー等を定期納品いたしました。
　参加事業所：しごと場大好き　クッキングハウス　はあと・ふる・えりあ（3事業所）
・菓子販売（飯野病院）
　常設販売：毎週木曜日にクッキー等を定期納品、販売をいたしました。
　参加事業所：しごと場大好き、はあと・ふる・えりあ（2事業所）
・食品・クラフト販売（東山病院）
順調な売上げがありました。
参加事業所：しごと場大好き　クッキングハウス　はあと・ふる・えりあ　すまいる
ぴいす　リフレッシュ工房（6事業所）
・調布市役所ロビー展示
展示会が新たにスタートしてから６年目となった今年度も引き続き年２回の開催となりました。今年度より、各事業所が２回の展示ではなく、第１回は５事業所、第２回は６事業所と分けて展示しました。より多くの市民に作品を見ていただく機会が生まれ、大変有意義な展示会となりました。

第１回：期間　2016年10月24日（月）～28日（金）
参加事業所：調布市希望の家　くすのき会　しごと場大好き　ぴいす　すまいる　（5事業所）

第２回：期間　2017年1月23日（月）～27日（金）
参加事業所：クッキングハウス　ポピーの家　リフレッシュ工房　めじろ作業所
調布ドリーム　はあと・ふる・えりあ　（6事業所）
・受託事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・公園清掃
　各担当施設で取り組んでいるごみの分別回収も3年目となり、清掃作業の一部としてスムーズに進めることができ、また全体としても大きなトラブルもなく、実施することができました。
参加事業所：くすのき作業所　ポピーの家　わかば事業所　旭出調布福祉作業所　調布希望の家
　爽々苑　クッキングハウス　しごと場大好き　ぴいす　はあと・ふる・えりあ
　（10事業所）
・ごみリサイクルカレンダー配布
　今年度も昨年度に引き続き、10事業所で担当しました。配布地域についても前年度を継続しています。カレンダー受取時の確認不足や2重配布など課題が浮き彫りとなりました。今年度の課題を共有し、次年度に活かしていただきたく思います。
期間　2017年2月13日～3月15日（以降3月31日まで、配布漏れ対応）
配布地域　市内のおよそ半分の地域
配布部数　　65,539部　（当番事業所：ぴいす）
参加事業所：第1･第2わかば事業所　しごと場大好き　めじろ作業所　ポピーの家　爽々苑　
ぴいす　はあと・ふる・えりあ　リフレッシュ工房　　調布市希望の家
こひつじ舎（１１事業所）
・地域活動情報紙じょいなす配布
2014年度から開始されたじょいなすの戸別配布を、今年度も行いました。「ふくしの窓」とほぼ同地域が対象、38,798部を配布。昨年度は1月末～2月初旬に配布でしたが、今年度は10月初旬～中旬に配布しました。ふくしの窓やごみリサイクルカレンダーの配布と異なる時期としました。
参加事業所：第1･第2わかば事業所　しごと場大好き　めじろ作業所　ぴいす　ドルチェ
くすのき作業所　はあと・ふる・えりあ　リフレッシュ工房　やわらぎの家
調布市希望の家　希望の家深大寺　（12事業所）
・メール交換
メール交換事業は、図書館メール、施設間メール、都庁交換、教育メール、こころの健康支援センター清掃の５業務を委託され、12事業所で分担して取り組んでいます。利用者も意欲を持って取り組んでおり、就労をめざすメンバーにとってもいい体験の機会となっています。事業の実施に当たっては市民サービス公社・図書館とは年2回定期協議の場をもち、意見交換を行っています。今年度はミスやトラブルが続き、臨時の会議を行い、今後の対策について話し合いを行いました。

参加事業所：くすのき作業所　ポピーの家　しごと場大好き　爽々苑　第1・第2わかば事業所　ぴいす　はあと・ふる・えりあ　こひつじ舎　クッキングハウス　シェア

すまいる（12事業所）
・ふくしの窓配布
４年目を迎えた「ふくしの窓」配布事業は、シルバー人材センターとともに各奇数月に、11事業所が順調に取り組みました。
毎回、納品日や納品部数の確認を事務局でまとめ、振り返りの場を年一回に減らすなど、作業の定着度が上がりました。ポスティングは、利用者の仕事としても向いていること、また地域の方とのコミュニケーションも生まれてくるなど、この事業の良さを確認することができました。又、作業所連絡会を通しての不足の時融通し合う等、作業所間の連携も生まれました。

参加事業所：わかば事業所　しごと場大好き　めじろ作業所　ぴいす　ポピーの家　こひつじ舎　くすの木作業所　はあと・ふる・えりあ　リフレッシュ工房　ドルチェ　
調布市希望の家　希望の家深大寺　爽々苑（12事業所）　
・交通災害共済加入申込書付パンフレット配布（ちょこっと共済）
　交通災害共済加入申込書付パンフレット（ちょこっと共済）配布業務は、2010年度以来、久しぶりの受託となり、9事業所で担当し、「ふくしの窓」とほぼ同地域が対象で約42,000件を配布しました。2週間の配布期間（1月20日-2月3日）の中で大きなトラブルもなく実施することができました。
参加事業所：スマイルパーク　わかば事業所　しごと場大好き　ポピーの家　こひつじ舎　
くすの木作業所　爽々苑　はあと・ふる・えりあ　めじろ作業所（9事業所）
・プロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・運動会
日時　2016年6月3日（金）10:00～14:00
場所　調布市総合体育館　大体育場
参加事業所　まなびや　調布市希望の家　希望の家深大寺　わかば事業所　
　　　　　　しごと場大好き　はあと・ふる・えりあ　ぴいす　そよかぜ　（７事業所）
参加人数　利用者・職員　約270名

　今年度も7事業所が参加し、紅白で競い合って盛り上がりました。退場がスムーズに行えなかったことが反省点でした。運営面の取り組みとしては，２階に万国旗を飾ったことで運動会らしい雰囲気を出せたと思います。
　次年度の課題としては，退場は順番にとらわれず，状況に応じてスムーズに行うことができるようにします。

・交流会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・スポーツ大会
昨年度に引き続き、今年度も楽天地フットサルコート調布にて「ミックスゆるフットサル大会（男女でゆる～くフットサルをする意）」を開催いたしました。経験者も未経験者も混ぜながらのチーム編成で行いました。その後の懇親会も多くの参加がありました。
日時：28年8月5日(金)　18：00～23：00
(フットサル　18：00～20：00／懇親会　20：30～23：00)
場所：楽天地フットサルコート調布　　　　懇親会会場　調布「甘太郎」
参加者：フットサル37名、懇親会38名
・忘年会
今年は、座卓ということで座りにくさがありましたが、ワンフロアで行えたため席の移動もしやすく、たくさんの方々と歓談や情報交換ができました。
日時　12月16日（金）　19：00～21：00
場所　居酒屋一休　調布店
参加　18事業所　62名
・事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　年間９回開催。

[４月１２日（火）、６月７日(火）、７月１１日(月）、８月９日（火）、１０月４日(火）、
１１月１７日（木）、１１月２９日（火）、１月１７日(火）、２月２１日（火）]
今年度も会の運営の中心を担い、各事業の推進、代表者会の招集、調布市との連絡調整等を行いました。また、今後の連絡会としての取り組みについて提案しました。
・派遣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・調布市障害者地域自立支援協議会（１名）

　・調布市社会福祉協議会評議員（１名）

　・共同募金調布地区協力会委員（１名）
　・福祉人材育成センター運営委員会（１名）
2017年度事業計画
・今年度方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今年度も事業所同士の連携や繋がりを深めていくと同時に、今後の連絡会の方向性を代表者会や分科会で検討していきます。
　また、障害福祉課や市長との懇談を中心に官公需の受注拡大や学習会および研修会、情報の発信等も引き続き取り組んでいき、２０２０年のオリンピック・パラリンピックに向けてのアイディアを生み出していきます。今後もほりでーぷらんのあり方について検討していきます。
・定期総会（年１回、４月開催）　　　　　　　　　　　　　　　　　
今年度も定期総会を開き、事業報告、事業計画及び、事務局体制等について決議を行います。

・代表者会議（年６回、偶数月の第４木曜日）　　　　　　　　　　　
昨年度に引き続き、連絡会全般にわたる広範な内容について話し合い、会の発展に努めます。
・分科会
・就労継続支援B型
共同受注の可能性、サービス等利用計画についてなど、様々な課題を検討していきます。
・生活介護

生活介護として用意すべきプログラムや生活介護ならではの取り組みついて考えていきます。
・児童
行政や他団体との連携を深めつつ、更なる情報発信に努めます。
・調布市長との懇談
今年度も引き続き市長との対話を深め、有意義な懇談会としていきます。
・調布市との懇談
今年度も引き続き、障害福祉課との対話を深め、実りある懇談会としていきます。
・学習会、施設交換研修　
学習会
　今年度も，法制度の変更や，各事業所の意見等を確認しつつ，ニーズあるテーマを適切な形で学習できるよう計画していきます。
施設交換研修

　　昨年度実施した際のアンケート結果を勘案しつつ，今年度も引き続き計画し実施します。
・経営ネットワーク事業
2011年からとりくんできたこの事業を、今年度も引き続き、活発に事業展開していきたいと思います。
1．販路拡大
①　イベント関連
調布が当番でしたが適当な場所の確保が困難なため、昨年同様、永山で開催予定です。府中市・多摩市との3市合同販売会（第６回ほっとハート）に前向きに取り組んでいきたいと思います。
②　ルート・基盤づくり
京王線地下化の後の駅前再開発事業の計画に合わせて、ひろば等の有効活用について、連絡会か
らも夢のある、同時に実現性のあるプランを提案していきたいところです。又、2020年のオリンピック・パラリンピックを見据えて、販路拡大のルート・基盤づくりにもトライしていきます。
③　統一レシピによる調布ブランドクッキーづくり
昨年から4事業所で検討・作成してきた調布ブランドクッキー「ＣＨＡＮＣＥのたね」を４月から
常設店舗で販売し、企業や団体などからの大量注文が受けられるよう宣伝に努めます。

2．情報発信＆地域啓発
各事業所、及び連絡会の事業・活動を広く市民の皆さんに知っていたいただくことは、障害者の理解、その福祉の輪を広げるうえで欠くことができないものです。情報発信の基盤が出来上がってきているので、それらの充実を図っていきます。

①わくわーく

②ＤＶＤの活用

前年度に作成した「私のしごと　－調布の街でー」を障害者理解や受注促進に役立てられるよ

　　う、活用していきます。
③ホームページの更新等

新商品やイベントの紹介、あるいは事業活動の中でのトピックや成果等のニュースを、各事業所から収集しスピーディに掲載できるよう、ネット環境を整備します。

④映画上映・講演会等の開催

障害理解のイベントとして、年に1回は、関係団体、市民等を含めたネットワークの中で、情報交換し連携強化をはかっていきます。現場職員の皆さんと一緒に、連絡会内にとどまらず、広く市民を対象とした斬新な企画を立ち上げていきたいものです。
・共同事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・共同受注作業　
東京都の水道メーター分解作業が2年目を迎えます。昨年度下期の実積をベースに、数量の拡大にも取り組みながら、工賃アップを一層促進していきます。
・市役所売店の常設展示販売
共同展示販売場所の拠点として、今年度も焼菓子中心の食品関係を展示販売していきます。
・菓子販売（メモリード）
　引き続き、毎週金曜日にクッキー等の定期納品を行っていきます。（3事業所）
・菓子販売（飯野病院）
引き続き、常設販売をお願いしていきます。２事業所が参加し、毎週木曜日に納品します。
・食品・クラフト販売（東山病院）
引き続き納品努力し、売れ行きを伸ばしていきます。（6事業所）
・調布市役所ロビー展示
市民へのアピールに絶好の機会となっています。昨年に引き続き年２回の開催を市へ働きかけていきます。
・受託事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・公園清掃
　受託事業の大きな柱として、引き続き受託していきます。
・ごみリサイクルカレンダー配布
今年度も昨年度に引き続き、配布漏れが無いように事務局及び事業所間の連携を密にして、配布を実施します。各事業所の配布方法等、ミスなく配布を行う方法を話し合う機会を設けていきます。
・メール交換
調布市および調布市市民サービス公社との情報共有と円滑な意思疎通をすすめ、丁寧で事故のない業務を行っていきます。万が一事故が起こった場合は、連絡会・公社と連携して迅速に対応し、また再発のないよう原因と対応策を参加事業所が共有できるよう、体制をつくっていきます。
・「ふくしの窓」配布
調布市社会福祉協議会との情報共有と円滑な意思疎通をすすめ、丁寧かつ事故のない業務を行っていきます。昨年どおり、各奇数月の月初配布となります。

・地域活動情報紙「じょいなす」配布
2017年度の実施については前年の振り返りをしながら、対応を協議していきます。
・プロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　　
・運動会
今年度も安全に配慮した楽しい運動会を目指して、６月実施に向け取り組んでいきます。
・交流会
スポーツ大会、忘年会等職員間の交流を目的としたイベントについて企画実施を行います。
・事務局
各セクションとの連絡調整・代表者会の招集・調布市との連絡調整等に努めます。
・派遣　
　・調布市障害者地域自立支援協議会（１名）
　・調布市社会福祉協議会評議員（１名）
　・共同募金調布地区協力会委員（１名）
　・福祉人材育成センター運営委員会（１名）
２０１７年度調布市福祉作業所等連絡会組織体制










活動要領
	セクション名
	活　動　日
	構　　成
	内　　　　容

	代表者会議
	偶数月第４木曜日
	加盟施設長
	市との懇談・重要案件の決定・情報交換・研修事業・共同事業・委託事業
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの招集

	交流会
	年数回
	加盟施設代表者
	スポーツ大会・忘年会

	共同事業
	必要に応じて随時
	該当施設代表者
	共同受注・展示会・常設展示販売

	受託事業
	受託内容に応じて日常的に実施。会議等は必要に応じて随時
	該当施設代表者
	公園清掃・ゴミカレンダー配布・メール交換（図書交換、施設間メール、都庁交換、教育メール）・ふくしの窓配布

	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内で決定
	該当施設代表者
	運動会

	情報発信
地域啓発
	必要に応じて随時
	該当施設代表者
	わくわーく編集会議・ホームページ更新
映画上映会実行委員会・交換研修　

	事務局
	必要に応じて随時
	下記担当者
	各セクションとの連絡調整・代表者会の招集・市との連絡調整・会計
経営ネットワーク支援事業


	事務局候補
	所　　　属
	氏　名
	
	交流会担当

	代表
	わかば事業所
	長尾　英治
	
	（忘年会）
	ちょうふの風

	事務局長
	めじろ作業所
	大澤　宏章
	
	（ｽﾎﾟｰﾂ大会）
	ﾎﾟｺﾎﾟｺﾎｯﾋﾟﾝｸﾞ

	総務
	ふみ月の会
	朝香ちよみ
	
	運動会担当

	総務
	しごと場大好き
	亀田良一郎
	
	ぴいす
	舛田

	総務
	くすの木作業所
	北村　嘉章
	
	会計監査

	総務
	希望の家深大寺
	橋本ゆかり
	
	たんぽぽ
	稲葉

	経営ネットワーク支援・会計
	松井久美子
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